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平成18年 新人歓迎会･講演会 報告
平成 18 年 6 月 16 日（金）　於：東京全日空ホテル        川崎　明（61 回）

りも年長の先輩たちと、気軽にざっくば
らんに話ができる雰囲気は、まさに同
窓会の醍醐味といえよう。
　今年の講師は、79 回生で声優のよこ
ざわけい子（難波啓子）氏。氏は、テ
レビアニメ「ドラえもん」の妹ドラミちゃ
ん役で著名だが、高校時代の進路選択
では、当時所属していた NHK 新潟放
送児童劇団の先生から、「（声優になる
ことは）才能としては無理」といわれな
がら、「諦めずに夢を持ち続け、いつも
懸命に努力を続けた結果、今日がある」
と、「大きな夢を持たなければ小さな夢
も実現しない」という自身の体験を通し
て「夢を大きく持とう」と新人諸君に呼
びかけた。
　氏は、講演の後半を自らがはじめて
創作した「雪ん子『ユーリン』の贈りも
の」と題した童話作品の朗読にあてた。
ご自分のお嬢さんの名前をひいた雪の
精「ユーリン」が、自らの命を賭けて盲
目の少年「モリー」の眼を治した、メル
ヘンチックな物語は、プロ声優の、あ
まりに見事な発声・朗読技術とあいまっ
て、会場全体を“感激の涙”で包んで
しまったようであった。

　最近の若い人たちが“同窓”などとい
う、考えようによっては古めかしいキー
ワードのもとで、ネットワークをひろげ
ている様子について、長年同窓会の維
持存続の責任感から、恐らくそのため
のみに、ひたすらガンバッテきた先輩た
ちは、ようやくホットした思いをしてい
るのではあるまいか。
　ともあれ、冒頭あいさつに立った栗林
貞一会長は「ここに集まった人たちは、
ただの行きずりの人ではなく家族同然」
といい、それゆえ「豊な社会経験を積
んだ先輩方を大いに頼りなさい」と呼び
かけた。
　すべてのテーブルに新人が数人ずつ
分かれて座り、兄貴分の先輩や、親よ

新時代の到来か
　今春、青山を卒業した第 114 回生の
参加者は 39 名。昨年より若干少ないよ
うではあったが、ここ4 年ほど“時代
の転換”を思わせるような、大勢の新
人参加が続いており、迎える先輩たち
も、新人歓迎会の名に相応しい実が伴
ってきたことを大いに喜んでいる。
　今回、対して迎える先輩の参加者は
約 70 名。例年どおりの盛会ではあった
が、うち111 回生以降の、つまり在学
中と考えられる若者が 20 名を上回って
いたことは、毎年、新人参加者が増加
してきた傾向と連動して、まさに東京青
山同窓会“新時代”の到来を思わせる
のである。
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会長挨拶
栗林貞一（59回）

は捨てているのでしょうか。会費納入者
数も問題です。同窓会は会員の会費によ
って運営されています。会費も納めず、出
欠の返事もしないというのでは他の一部
の会員の負担で、利益だけを享受してい
ることになりませんか。
　勿論同窓会で集まる以上魅力的な会に
するよう努力することは当然です。事務局
はいつも苦労していますが、本来皆で知
恵を出して考えることだと思います。
　まず案内には最低限返信はする。そこ
からはじめたらどうですか。次に会費の
ことも考えて下さい。それぞれ青春を楽
しみ、人間を育ててくれた母校の仲間で
す。青山の学び舎とその生活があってこ
そ今日の自分があるのです。青陵健児は
青陵健児らしく誇りを持って行動すること
といたしましょう。

みんなで考えることにしたいと思います。
　現在東京青山同窓会の会員は何人いる
か大体見当がつきますか。総会や新人歓
迎会の案内状を送付する会員は約4300
人。会報（総会などの予定も記載）と返
信葉書を入れて封書で送ります。実はも
っと多くの会員̶新潟高校を卒業して東
京近郊に住んでいる人がいる筈なのです
が、住所が分からなくて案内を出せない
のです。そのうち出欠の返事が来るのが
約300人。受取人不在、不明で戻ってくる
のが約200通。そして実際に出席する会
員は100名程度。また同窓会の年会費を
納めている人は約1000人弱。これが東京
青山同窓会の実態です。皆さんこれをど
う考えますか。
　案内をもらって、返信葉書が同封され
ていても返信もしない。どういうことでし
ょうか。送られてきた会報だけ読んで後

みんなで考えよう! 東京青山同窓会

　東京青山同窓会の皆さん、今日は。秋
も深まってきましたが、お元気でご活躍の
ことと思います。今回は総会などでは披
露されないわが同窓会の実情をお話して

第64期（昭和31年卒業）

50周年同期会 新潟で盛大に開催
東京同期会事務局 川崎明・坂井敬

けに染まる日本海そして佐渡にまさに
夕日が沈まんとする情景に故郷新潟を
味わいました。
 347名の卒業生中53名の方が既に亡く
なられましたが、今回出席の100名の他
にもまだまだ元気で現役生活を、また自
適生活を送っておられる方が沢山おら
れます。これからも同期会を盛り上げ
ていきたいと思います。
 今回大変お世話になりました新潟の幹
事ならびに準備委員の皆様ご苦労さま
でした。

いう事前の憶測もありましたが当日の
熱狂ぶりは我々の年代はまだまだこれ
からなんだと言うことを改めて実感さ
せられました。
 当日は天候快晴に恵まれ30階の会場か
ら眼下に信濃川の様子、眼前には夕焼

　早いもので私たち64期生は卒業後半
世紀が過ぎました。新人歓迎会で見る
フレッシュな仲間たちは私たちの子供
を通り越して孫を見ているような感じ
です。50周年同期会を全国に呼びかけ
て盛大にやろうではないかと新潟在住
風間士郎・小田嶋寿一・若月晃一幹事
が中心となって企画立案し、東京同期
会も協力、さる6月3日（土）午後6時新し
い新潟のシンボル朱鷺メッセ内ホテル
日航新潟にて開催しました。出席者は
地元新潟を中心に東京そして関西を始
め全国から100名（内女性9名）の多きに
のぼりました。
 当時の恩師はほとんど鬼籍に入られま
したがそんな中、横山貞雄先生と小田
一彦先生がお元気な姿を見せて頂きま
した。当然のことながら懐かしさで歓
談の輪は幾重にも盛り上がり色々な人
から挨拶をして頂く時間もないままに
アッという間に予定の2時間を越してし
まいました。
 この50周年が全国総会の最後かも?と
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東京青山同窓会ゴルフ会　玲瓏会
第４回・第５回報告

出来なかったのは事実。80 台のスコアが無
かったことからお分かり頂けるでしょう。優
勝スコアもワースト記録だったようです。
　アルコール抜きのパーティでしたが参加
者和気藹々交歓を深め、今後は各年次毎
参加者を勧誘して増やし年次対抗戦も考え
ようなどの提案も聞かれました。
　優勝副賞バラの花束（カタログ）が渡され、
司会役の徳田晋也（61期）が宴をしめて第
5 回玲瓏会ゴルフコンペを終了しました。

佐藤敏夫・61期

から雨があがり、どんどん青空が広がり視
野が広がって、間近に富士山・箱根連山が
くっきりと現れ、光った相模湾が望まれる
というまったくの別世界というか本来のこの
コースの景色。しかしこの天気の変化、こ
れも実は天気予報通り。後半の 9ホールは
微風快晴、額に汗。あの午前中の雷雨は何
だったの ?の感。
　こんな大変な天候の急変とコース条件の
中を皆よく頑張って回りきりました。

【成績発表】
優　勝：佐藤敏夫（61期）
準優勝：安宅久憲（61期）
第 3 位：藤田昇三（64 期）
ベストグロス：猪間駿太郎（61期）
　参加者中最年長で、今年古希を迎えた
61 期の活躍は以って瞑すべしではあるが、
度重なる幹事担当年次となることから同期
の中には非難の声も。
　しかし優勝者挨拶によると、上記の 61
期の面々は去る8月末から9月初旬オースト
ラリアのゴールドコーストで、周辺のコースを
11日間連日毎朝 7 時半スタートで11ラウン
ドの強化合宿をしてきたばかり。その成果、
と言いたいが実際は良きパートナー（ここは
決まり文句）とペリア12 方式のハンディキ
ャップの大盤振舞いに恵まれて思いがけず
優勝カップが巡ってきた、という事らしい。
　実際この日の悪天候と急激な変化には参
加者全員調子が狂い、日頃の実力が発揮

【第 4 回玲瓏会】
　平成 18 年 4月15日にイトーピア千葉ゴ
ルフ倶楽部於いて東京青山玲瓏会第 4 回
大会（25 名参加）を挙行いたしました。
　当日は、快晴、微風のゴルフ日和の下、
先輩後輩の別無く大会は大いに盛り上が
り、大盛況でした。当日は、倶楽部側の配
慮により、盛り沢山の賞品の提供があり、
他の方々にも楽しいパーティとなりました。
　尚、当日の幹事の未熟さや不手際を紙面
をお借りして、お詫び申し上げます。

【成績発表】
優　勝：村山 健（61回）
準優勝：北村順作（75 回）
第 3 位：斉藤健弥（68 回）

             幹事  丹羽真彦  （66 期）

【第 5 回玲瓏会】
　低気圧の接近で雷雨の予報が出されてい
た 9月27日（水）平塚富士見カントリーク
ラブ（神奈川）で第 5 回玲瓏会ゴルフコン
ペが開催されました。（幹事 61期）
　栗林会長足の故障で急遽欠席、小林副
会長は1年にもなる膝痛で不参加、さらに
は急な事情での欠席者が重なり、予定より
2 組（8 名）減の 4 組（16 名）での少々寂
しい開催となりました。一輪花を添えてくれ
たのは、今回から呼びかけに応えて初めて
参加してくれた市川瑞夫君（63 期）の奥様
でした。
　朝のうちは薄明るくさえ見えた空模様が、
スタートの9 時半まさにその時間から降り出
し、次第に雨脚は強まり遂には予報通り遠
く雷が聞こえるという悪条件で前半の 9 ホ
ールが経過。びしょ濡れの雨具・手袋を乾
燥室に吊るし、いっそ身体ごと乾かしたい
という状況で折り返し。
　ところが昼食をとって後半のスタートの時

来春の玲瓏会のお知らせ

平成 16 年に発足し、会名を栗林会長に命名
いただいた同窓会有志による親睦ゴルフ会「玲
瓏会」は次回で 6 回を迎えます。スコアに関
係無く同窓生の親睦を第一とし、先輩後輩入
り交じり楽しく、写真のように行っております。
次回は来春に予定しておりますので、初めての
方も腕前に関係なく是非ご参加下さい。なお、
ご夫婦での参加特に歓迎です。
組み合わせなど、ご希望になるべく沿います。
時代と世代は違えども同窓の絆に結ばれゴル
フの楽しみを通じてともに楽しく過ごそうでは
ありませんか。多くの方のご参加をお願いいた
します。

記
会場：平塚富士見カントリークラブ平塚コース

   神奈川県中井町 
カート利用・クラブバス接続有り
連絡先：（次回担当幹事）
村山健 ：045-573‐2362

金子章：kenesho3927@hkg.odn.ne.jp
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もありましたが、軟水と五百万石の組
み合わせは新潟清酒の代名詞「淡麗タ
イプ」実現の原動力となりました。
　近年、お客様の嗜好の多様化に伴い、
淡麗な酒と対照的なやや濃醇な酒も求
められるようになりました。山田錦はこ
のような酒に向いていますが、新潟の
気候条件では栽培が困難で、やむを得
ず県外から購入しています。新潟の蔵
元は原料、技術など酒造りの一切を新
潟で完結させる「オール新潟」を基本
としており、濃醇型に向いた県産酒米
が求められました。そして、10 年以上
の歳月をかけて遂に新酒米品種「越淡
麗」が誕生しました。これにより新潟
は淡麗、濃醇どのタイプも独自の酒米
で醸せるようになりました。
　焼酎に押され低迷の続いた清酒です
が、本年に入り回復の兆候も見え始め
ています。欧米で日本食が注目され清

　新潟県の清酒出荷量は灘、伏見に次
いで第 3 位ですが、吟醸酒では日本一、
更に酒蔵の数も日本一と、日本を代表
する銘醸地と言って過言ではありませ
ん。しかし、昔は違いました。昭和初
期の記録を見ると、新潟の酒は「技術
が今ひとつで品質に劣る」、「優秀な酒
米が無い」、「水が悪い」など評価は芳
しくありません。この状況を打開すべく、
県醸造試験場が昭和 5 年に設立され、
それ以来業界と試験場の二人三脚で技
術向上と酒米開発の努力が続けられて
来ました。当時ダメな水の代名詞のよう
に言われた超軟水は今新潟に必
須の水質とされ、新潟の酒造りは

「越後流」等と称されるに至りま
した。
　酒米のエースは昭和 32 年登
場の「五百万石」です。当初は「酒
の味が淡白過ぎる」などの批判

酒人気も高まっています。「越淡麗」は
世界に向けた銘醸地新潟のイメージ形
成に大きな力となると確信しています。
来春は「越淡麗」を使った吟醸酒が初
めて市場に出ます。まだ少量ですが是
非期待していただきたいと思います。

参考：新潟淡麗倶楽部 HP
http：//www.niigata-sake .or.jp/
index.html

開演 19：00（開場18：30） 
全席指定 2,500 円 
●チケットお問合せ：かつしかシン
フォニーヒルズ・チケットセンター／
TEL.03-5670-2233
http://www.k-mil.gr.jp/program/
index.html
【ニューアルバムBallade】
和と洋の融合
全国の CDショップ、インターネットオ
ンラインショッピングで絶賛発売中。和
と洋の19 本の弦が織りなす、新しい音
の創造。弦は紡がれ世界へ羽ばたくよ
うに・・・。新曲「ダブルスコープ／津
軽三味線とカルテットのための協奏曲」
を含む全 10 曲。
http：//www.shamisenplayer.com/

新潟の酒造りに新酒米デビュー

越
こ し た ん れ い

淡 麗
新潟県醸造試験場長　渡辺健一（82回）

竹山流津軽三味線
コンサートのご案内

津軽三味線演奏家
小林史佳（101回）
東京コンサートのご案内

　10月11日、バードランドミュージッ
クから全国発売された小林史佳の 3 枚
目のアルバム「Ballade・バラッド」は、
弦楽四重奏とのコラボレーションが聴
き所。この CD の全国発売を記念して、
東京・新潟で 2 大都市コンサートが開
催される。初代高橋竹山流の若き演奏
家として、新たな音世界に挑戦する。
クラシックホールに豊かに響く弦のコラ
ボレーションに乞うご期待。
【東京公演】
2006 年 12月1日（金） かつしかシンフ
ォニーヒルズモーツァルトホール 割引チケットあります！（問）TEL.03-3423-3591
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しょう」という店。故人とお酒の付き合
いをした経験をもつ東京近辺の同期生
を中心に 15 ～ 6 人が集まった。　人
なつっこく、べらんめえ調の新潟弁で
気軽に友人を作っていた故人のユニー
クな思い出を互いに語り合った。
　新潟高校時代に軽音楽部でジャズの
ドラムを担当、その腕前はイマイチだっ
たこと。応援団などから最軟派とみな
されていたこと。文学を志したが、大
学卒論に「石原慎太郎論」を選んだが、

大野隆治氏（67回期）の追悼会開く
　東京 67 回期の世話人を務めていた
大野隆治君が 4 月9日急逝された。大
野君は昨年春から肺がんを患い自宅療
養を続けていた。今年 3月、検査入院
した先で様態が急変しての死去であっ
た。予想外の急な事態であったため、
ご遺族から我々同期生への連絡がとれ
ず、後で知った友人達で、5月 29 日、
偲ぶ会を開いた。場所は、生前故人が
よく通っていた新宿ゴールデン街の「ひ

そんな人物は後にも先にも大野君くらい
のものだっただろうこと。大学卒業後
一時新宿で当時最新流行のフーテンの
仲間に入っていたこと。ニュートーキョ
ー就職後、料理作りの腕が抜群だった
こと。最後に、同期女性から大野君と
江ノ島の浜でデートをした思い出の詩
が朗読され、故人をさしおいて大盛り
上がりのうちに閉会した。賑やかなこと
の大好きだった大野君を主人公にして
の、偲ぶ会であった。（皆川学・67 回）

【偲ぶ会の報告集（4P）】が作られました。
希望者は、FAXでお申し込み下さい。
FAX.048-622-7545（皆川まで）

大野隆治君を偲んで

　今年は新潟市が生んだ作家・坂口安
吾の生誕百年にあたります。新潟市で
は、2005年の合併記念の公募記念事業
として、【安吾賞】を創設しました。そ
の記念すべき第１回の受賞者が、演
劇界の『野田秀樹』さんに決定し、その
発表会が10月6日（金）ホテルニューオ
ータニ東京でメディア各社、関係者約
150名を招いて盛大に開かれました。
　挫折を繰り返しながらも日本文化私
観や堕落論などで、戦後の混乱しきっ

た日本社会に一撃を与え、日本人に勇
気と元気を与えた坂口安吾。我らが母
校の旧制新潟中学に通い寄居浜で思索
したという安吾。権威におもねること
を嫌った安吾の賞を、行政が創ったこ
とでも話題になり、篠田昭新潟市長（75
回）の決断に喝采が送られています。
　そんな安吾に因み【安吾賞】は文学賞
ならず「文化賞」として創設され、安吾
的精神を具現化した人物や団体に贈ら
れる、いわば「生きざま賞」ともいうも
のです。
　信念を貫き頑張る人、その成果によ
って日本に勇気と元気をもたらしてく
れる人、そういう人をこそ、新潟市は
応援する市なのだという宣言でもあり
ます。
　第1回目の本年は、野田秀樹さんの
他に、「横田滋・早紀江夫妻」に新潟市
特別賞が贈られました。

安吾賞事務局スタッフ：TK

100年目の安吾　新潟市が安吾賞を創設

左より：篠田昭新潟市長・野田秀樹氏・
坂口綱男（安吾長男）・野田一夫選考委員長

在りし日の大野隆治さん
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東京青山同窓会 平成18年 総会のご案内
日 時

平成18年11月22日（水）
受付開始：午後6：00

開会：午後6：30
会 費

一般：8000円
女性：6000円

大学生：3000円
会 場

東京全日空ホテル
プログラム

◇総会議事◇
会務報告・会計報告など

◇懇親会◇
着席ブッフェ

当同窓会では、皆さんからの情報を元
に常に会員の住所録をコンピューター
にて更新しております。
「同期会をやってみたいけれど、皆の
住所がわからない…。アイツは今どう
しているんだろう？」などとお思いの
方は事務局までお尋ね下さい。

TEL. 03-3423-3591
FAX. 03-3423-1692（日下部･ 82 回）

住所リスト出力サービス

最寄り駅
銀座線・南北線【溜池山王駅・13番出口】
南北線【六本木一丁目駅3番出口】
路線バス
都01系統／新橋駅～渋谷駅
【赤坂アークヒルズ前】下車

会場案内図

今
期
後
半
事
務
局
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

鎗 居 恒 夫  （32 回･ H4 年）
長 谷 川 友 康  （33 回･ H16/12/10）
石 田 弘 正  （38 回･ H18/2/21）
桜 井 豊 治  （39 回･ H17 年）
小 山 賢 市  （40 回･ H18/1/10）
中 村 昌 利  （41 回･ H17/1/1）
市 橋 敏 雄  （43 回･ H17 年末）
木 村 晃  （43 回･ H18/1/16）
鈴 木 英 夫  （43 回･ H17/1 月）
斎 藤 雄 治  （51 回･ H18/4/12）
手 代 木 喬 夫  （51 回･ H18/1 月）
指 宿 叡  （56 回･ H16/12/23）
田 野 茂 光  （58 回･ H17/7/21）
蕗 谷 秀 雄  （58 回･ H17/9/14）
小 池 宏  （59 回･ H17/2/3）
中 山 敏 彦  （62 回･ H17/9/13）
吉 田 行  （62 回･ H18/3/13
大 西 章  （63 回･日付不知）
鎗 居 秀 禎  （68 回･ H18/2/15）
桜 川 真 智 子  （71 回･ H17/7/8）
大 橋 秀 隆  （74 回･ H17/12 月）

卒回別

出席数
コンテ

スト有
り！

お誘い
合わせ

の上

ご参集
下さい

!!

偶数月第二火曜日の会
平成 18年～ 19 年の予定

12/12（兼忘年会）･2/13･4/10
6/12･10/9
毎回定時19時より
日本海庄や（赤坂店）
港区赤坂3-13-7

 Tel：03-3586-5003

場所も時間も固定です。

ふらりとお立ち寄り下さい。

【卒回別出席数コンテスト】
出席人数の多い卒回、ベスト3を表彰いたします。（豪華景品授与） その他、飛び賞
もご用意いたしますので、同期でお誘い合わせの上ご参加下さいませ。

東京全日空ホテル：港区赤坂1-12-33　03-3505-1111（代）

2006
新人歓迎会
フォトアルバム

■
訃
報
■
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一 筆 啓 上 ～H18年6月の新人歓迎会への出欠はがきと会費振込用紙に添えられた主なメッセージです。～

在も付言しておきます。（S21年入学、24年名古屋へ転校）東
大から事務次官へ。現在もMUZO会に積極参加しております。
60回・石黒忠士 
元気にしておりますが、残念ながら出席できません。ご盛会
をお祈り致します。
60回・小出直 
家内の一周忌が近く、結構忙しく動いております。今回も所
用があり、失礼させて頂きます。
60回・高城英雄 
ご苦労様です。発展を祈ります。
60回・河田鐡雄 
当日は旅行中のため残念ですが「欠席」です。
60回・市村哲 
長い間有難うございました。退会をお願い致します。16年8月、
脳梗塞になり千葉市より東京へは行けないためです。皆様に
よろしく。
61回・伊藤英子 
いろいろな卒業生がいて面白い。エリート（?）だけではつま
らない。皆様のおかげでまだ働いております。
61回・金子章 
いつも有難うございます。宜しくお願い申し上げます。
61回・小池弘 
現在満72歳。体調不良。無職。妻、次女と3人暮らしです。第
61回各位に宜しくお伝え下さい。（長野市）
61回・長沼雄峰 
そのうち出席したいと思っております。今は忙しいので心に
もゆとりがありません。元気にはしております。盛会を祈っ
ております。
61回・西澤良地 
ご案内有難うございます。ご盛会を祈ります。
61回・吉川芳生 
遅くなってご迷惑をおかけします。平成17年度の会費を送り
ます。
62回・小黒昌一 
定年退職致しました。
62回・鈴木勉 
この国（日本）の仕組みを考えるに、将来が不安、それもそう
遠い先ではないようです。生涯現役青年の小生として、青山
人は自信を抱こう。S.ヴォーゲルの「新・日本の時代」で勇気
を!（次、総会には出たいです。）
62回・帆苅宏典 
皆様のご健勝とご活躍を祈念申し上げ、併せて毎回のご盛会
をお慶び申し上げます。
62回・吉田行 
夫は、H18.3.13.他界いたしました。（内）
63回・浅野康一 
PET診断薬の原料酸素18標識水の量産化プラントの世界初の
工業化で、本年3月化学工学会の技術賞を受賞。
63回・笠原恵 
秋の総会には出席させていただきます。
63回・馬場政説 
幹事様ご苦労様でございます。何とかやっております。
64回・太田健治 
当日予定ありで欠席です。幹事の方、いつもご苦労様です。
64回・川崎明 
6月3日（土）ホテル日航新潟にて64回同期会（50周年記念大会）
開催。5月15日現在、101名出席の申し込み。
64回・坂井敬 
昨年10月にホームの母（92才）が肺ガン、妻（64才）が十二指腸
ガンとなり、2月末妻は逝き母は何とか生き延びております。
母の介護のかたわら社交ダンスやゴルフなどで自らの健康を
保つように努力しております。
64回・坂井俊一 
講師の横沢さんは中学校の恩師の娘さんです。
64回・清水良男 
皆々様に宜しく。ご盛会をお祈りいたします。
64回・津野慶浩 
本年も当日予定が入っており、申し訳ありませんが出席でき
ません。ご盛会をお祈り申し上げます。
64回・庭山暢彦 
ご盛会をお祈り致します。
64回・山根伸之 
少しでも受付のお手伝いなどしたいと思っております。
64回・佐藤章 
ご案内をいただきありがとうございました。健康上の理由で
残念ながら欠席です。ご盛会をお祈り申し上げます。
64回・中川透 
旅行中のため欠席致します。盛会をお祈りしております。
64回・中谷光隆 
1998年より心電図の波形がおかしいと言われ、以来心臓が心
配で、東京へも出かけずにおります。会員の皆様のご健康を
お祈りします。
64回・嶋岡洵 
ひなのやまざとにすみくらしております。
64回・堀健次 
盛会を祈念致しております。
66回・川上肇 
4月に転居（京都）しました。東京青山同窓会は退会させてい
ただきます。
66回・内田定寛 
何時もご案内頂き、御礼申し上げます。今回も欠席、失礼致
します。
67回・石田瑞穂 
皆様ご苦労様です。新潟本部より、長谷川会長のお伴で出席
させていただきます。よろしく。
67回・佐々木邦夫 
元気で過ごしております。盛会をお祈りします。皆様にどう

ぞよろしくお伝え下さい。
67回・松井啓 
返事遅れてすみません。どうしてもカケモチできないことが
判明。ご盛会を祈ります。
67回・神田昭紀 
定退後、第二の勤めで精進しています。欠席致しますが、盛
会をお祈りします。（2006/5/15）
68回・佐藤忠司 
地域ボランティアに励んでおります。
68回・高田恵子 
自己免疫疾患のいろいろな症状がだんだん強くなってきます
ので、もう死んでしまいたい気持ちに陥ることも珍しくなく
なってきた今日此の頃ですが、一人息子がいろいろと心配し
てくれますので頑張っています。皆様方のお元気を。
68回・安達雅巳 
H18.6.29付で、現勤務先（日産化学）を退職となります。
68回・鎗居秀禎 
父、秀禎が今年2月15日に亡くなったことをお知らせ致します。
つきましては、会報等の郵送を止めて頂きたく存じます。（鎗
居秀知）
69回・村上則彦 
昨年、科研製薬（株）を退職しました。
69回・高木敏之 
今回は別の会合と重なり欠席です。盛会を祈ります。
70回・早川剛 
幹事の皆様、毎年ご苦労様です。毎年、今度こそは出席しよ
うと思いながら、なかなか出席できませんが、今後ともよろ
しくお願い致します。
70回・渡辺允雄 
お元気ですか！まだ小生は最後のご奉仕を宇宙開発業界でや
っています。
71回・桜川真智子 
桜川真智子死亡（H17.7.8）につき除籍願います。（夫桜川定男）
71回・柄沢卓 
自分の名前が2つも載り、その訳を考えていました。
73回・田中正弘 
H18.8.22～8.30新潟絵屋（新潟市並木町・HP参照）において、”
ザマーミロ60”田中正弘彫刻展を開催。
74回・和泉潤 
海外出張のため残念ながら欠席です。皆様によろしくお伝え
下さい。
74回・加門文隆 
引き続きスリランカのプロジェクトに携わっておりますが、
20年来の内戦が再燃しつつあり、我が国政府の経済協力案件
が停滞するのは残念です。
74回・西田百合子 
6/14から韓国旅行中のため欠席します。
74回・糟谷好邦 
昨年クリスマス直前の大橋秀隆（74回）君の急逝で連絡に追わ
れた年末でした。ボーイスカウト横浜83団創立35周年記念の
夏キャンプの準備、その資金稼ぎのバザーなどなど年始から
あわただしく土日のない生活です。
75回・小島信子 
いつもお知らせいただきありがとうございます。
75回・深沢義和 
引っ越しました。よろしく。
79回・渋谷徹 

（講師の）横沢啓子さんとは同期です。（新潟小学校も同窓です）
79回・西口幸男 
今まで出席したことがありませんでしたが、同級生の講演と
いうこともあり、初出席させていただきます。妻（同窓生で
はありませんが）と一緒に参加させてください。
85回・荒井裕子 
会報をどうもありがとうございます。事務局の方にはお世話
をおかけしています。
86回・佐々木元 
今年3月末を持ちましてリクルートを退職し、独立しました。
人材開発事業を起業し、故郷新潟に少しでも貢献したいと考
えています。残念ですが今回は欠席となります。
88回・小竹聡 
大野隆治さん（67回）の訃報に接し、言葉もありません。同窓
会を通じ20年以上にわたってご交誼を賜りました。謹んでご
冥福をお祈り申し上げます。
89回・石倉まみ 
いつも欠席で申し訳ありません。盛会をお祈り申し上げます。
99回・関口真太郎 
ご無沙汰しております。転居を予定しておりますので、もし
ご連絡下さる場合は、実家宛でお願い致します。
101回・斉藤真紀子 
今年の2月に結婚し、板橋区に引越しました。ご盛会を心より
お祈り申し上げます。
111回・有木康人 

（就職）損保ジャパンに決めました。大変お世話になりました。
これからもよろしくお願いします。
112回・吉田丈夫 
散り桜包んで流れる神田川 あの日は遠し十八の我
113回・真壁枝里 
引っ越したのでよろしくお願い致します。
114回・江部和佳子 
毎日元気に頑張っています。サークルを通して子どもたちと
充実した日々を送っています。
114回・笠原あかり 
所用のため出席できません。会のご盛会をお祈りします。
114回・齋藤真之介 
横浜での生活にも慣れ、頑張っています。

33回・長谷川友康 
父長谷川友康は平成16年12月10日他界致しました。生前のご
交誼感謝致しております。皆様によろしく。（次男長谷川紘司）
38回・石田弘正 
お返事遅くなりまして申し訳ございません。石田弘正は今年
2月21日に死去致しました。22年前糖尿病を発病1日4回の採血
とその結果で4回注射をして、昨年3月とうとう入院致しまし
たが今年2月から眠り、そのまま静かに死去致しました。92才
でした。生前中皆様にお世話になりましたことを厚く御礼申
し上げます。
41回・伊藤一雄
8月に90歳になるが元気です。ほとんど毎日のように自転車で
15分の市営文化センターへ碁打ちに出かけています。又、庭
いぢりも楽しみです。
43回・市橋敏雄 
昨年末（H17）逝去いたしました。会のご発展を祈ります。
43回・木村晃 
父は平成18年1月16日前立腺がんで他界いたしました。生前の
ご厚情厚く御礼申し上げます。（息子木村健）
44回・斎藤伸雄 
現在長野に仮住まいをしておりますので、、今回の新人歓迎会
には欠席させて頂きます。会長外皆様によろしく。
46回・伴恭 
二年前に心筋梗塞を患い以後床に臥す状態になり、種々の会
合に出席出来ません。この度より会を退会致します。今まで
いろいろお世話になりました。有難うございました。（伴頼子）
50回・寺田秀夫 
幸いに未だ健康に恵まれ、細々乍ら治療、執筆、講演を続け
ています。遠い昔の新潟中学、広いグランドと背景の松林、
学校町から松波町まで歩いて通いました昔を思い出していま
す。御盛会をお祈り致します。
50回・上村光司 
前後に野暮用あり、欠席します。
51回・藤島武雄 
地中海クルーズ直前に、新潟中学からの海軍兵学校同期会が
長岡であり、予定の繰り合わせつかず、欠席。
51回・手代木喬夫 
夫は平成18年1月に亡くなりました。長い間有難うございまし
た。会報の送付は辞退いたします。（内）
52回・斎藤泰五郎 
新人達のご活躍をお祈りします。
52回・渡辺達郎 
人生の大病は傲の一字のみ。すべからく、辞譲の心を失うな
かれ。先輩の行跡を見習って日常の生活をモットーとしてい
ます。
52回・渡邉千春 
変わりありません。元気にしています。
53回・林博 
会の盛会を念じ申しております。
55回・新井勝龍 
現在仕事の都合もあり、ほとんど東京へ行く機会がなくなり
ました。よって退会いたします。
56回・指宿叡 
平成16年12月23日に本人病死致しました。ご連絡してありま
したと思いましたが、17年春、56回生の有志の方々に「しの
ぶ会」ご出席いただきました。長い間お世話様になり有難うご
ざいました。指宿康代（内）
56回・松井昭五 
卒業以来早や58年を経過しました。母校のOB会の活発なご活
動には感心しています。我々の時代は戦争をはさみいたな思
い出が多いのです。
56回・飯島昌彌 
お陰様で元気に、日々是好日と過ごしております。御盛会を
お祈り申し上げます。
58回・細貝實 
5年毎に1回58期の玲瓏会東京と新潟で合同で紅葉の奥只見湖、
かけ流しの大湯温泉で開催されます。
58回・奥村陽彦 
本年4月新潟高校の新校舎（消失後）を訪問してきました。
58回・岸田博 
土日は毎回東京に居らないので、当日はカウンセリングの指
導をしております。
58回・佐藤恪 
毎回御誘いを戴きながら欠席で申し訳ありません。同窓諸兄
の御健勝と会の盛会なる事を御祈り申し上げます。
58回・田野茂光 
本人は平成17年7月21日に永眠いたしました。田野宣子
58回・本永祐嗣 
青山同窓会の隆盛を喜んでおります。
59回・長橋敏雄 
お陰様で元気に暮らしております。皆様とお会いできますこ
とを楽しみにしております。
59回・花井進 
まだ青春を楽しんでいるつもりなのに、74才という高齢者の
仲間入り。少々淋しいけれど新人歓迎会で若々しいパワーを
分けてもらいましょう。
59回・牛木素吉郎 
以前の住所に戻りました。3月末で兵庫大学を退職、東京に戻
りました。6月はドイツのワールドカップに行っています。
59回・小池宏 
このような折にお知らせ致す失礼をお詫び申します。亡夫小
池宏は平成17年2月3日黄泉の国へ旅立ちました。生前のご厚
情心からお礼申し上げます。合掌
60回・池浦厚司 
会報No.39の「柔道部OB会、佐藤信秋氏（74回）国交省事務次
官就任祝いに関し「14年の歴史で初の次官就任云々」とありま
すが正確にはその通りですが、当60回卒扱いの高橋進君の存
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佐藤恪
大門啓治
田中浩次
永井克孝
楢崎義夫
長谷川進
廣橋忠雄
細貝実
堀内俊夫
松井慎平
宗村泰四郎
村山保
毛利剛
望月和明
本永祐嗣
山崎克己
山谷晧栄
59回（36名）
石山芳昌
板井裕
牛木素吉郎
梅澤貞雄
大島洋一
大山久
岡田久
奥村繁樹
園城英二
笠井駸
栗林貞一
栗林洋
小池和男
河野誠
小城一廣
小林栄作
茂泉喜彦
渋木幸三
関野光弘
高橋晴夫
高橋正利
高山昇二郎
長島一郎
長橋敏雄
納谷喜郎
花井進
浜松恒雄
藤原幸雄
皆川潔
山田和雄
山田陽一
山宮克己
山吉一成
吉田陽吾
若木滋
渡辺満
60回（34名）
安藤正人
池浦厚司
石黒忠士
市村哲
内山真一
岡村嘉志
小川秋実
金山常吉
河田鐡雄
切貫久司
小池健治
小出直
小林賢一
小林満
近藤純夫
坂口英一
佐藤孝
島田馨
清水悌作
杉野剛博
高城英雄
高橋進
田部幸夫
徳田浩一
野村保夫
長谷川秀三
早武正博
廣瀬欽次郎
藤本剛
丸山敏視

阿尻威吾
千葉繁治
中村正義
中村幹男
水澤悠紀郎
村山義夫
56回（65名）
赤坂長弥
朝比奈和三
阿部弘昭
荒井宏
飯島昌彌
市川千尋
井上菊雄
指宿叡
内山二
逢坂七郎
大谷紳児
大野利夫
鹿児島昌雄
加藤勝則
金子昌次郎
金巻隆
川田幸雄
北村晴四郎
木村直平
久慈正彦
久保田剛敏
幸田慶治
小嶋秩夫
小島直孝
小林昭一
小松重男
近藤源也
斉川和平
坂井洲二
佐藤宰喜
残熊謙一
塩見戎三
柴垣寛
鈴木正身
鈴木正安
鈴木寧
清野誠二
高見久義
田巻宏治
田村量一
照木仁
永井喜八郎
中川邦司
中島顕
中島直彦
中村晃
中山昭一
庭山六郎
原英二
藤田和夫
伏見康
堀藤四郎
増田祐孝
松井昭五
三上昌
三崎正一
皆川正男
宗村禎三
村松茂樹
山口和郎
山城教成
山田幸輝
山田陸男
山中紀行
山本幸正
57回（1名）
平野敦雄
58回（27名）
飯塚利雄
池田成義
植村末哉
奥村陽彦
笠原忠克
片桐欣哉
片桐啓三
甲野猛虎
斎藤茂
佐藤明夫

34回（1名）
山崎重三郎
38回（3名）
會則道
竹石三男
丸山岩三
40回（2名）
小山賢市
高田信川
41回（2名）
伊藤一雄
星名孝平
42回（1名）
東城真佐男
43回（6名）
滝沢義雄
徳重茂
野澤正男
早船春洋
本間武
村山登
44回（4名）
斎藤伸雄
坂井健一
佐々木俊男
錦織登美夫
46回（2名）
下勇
富所強哉
47回（5名）
木村和郎
小杉吉二郎
杉山弘治
吉田六郎
米持長三
48回（3名）
石本三郎
佐藤素一
田中利男
49回（9名）
赤松元敏
井上正
梶山勝清
工藤弘安
中村廣徳
仁保武人
濱博世
広川弘
本間俊之
50回（9名）
一柳俊夫
岩澤信夫
上村光司
瀬谷誠
寺田秀夫
時田勇司
中村晴信
藤井義良
村山一
51回（7名）
上野仁
笠井謙
北村茂
坂野上啓
千葉繁太
藤島武雄
村上安仁
52回（10名）
浅田稔
阿部穆
金居直
児島壽一
斎藤茂美
斎藤泰五郎
坂井保也
橋本義行
廣川勲
渡邊千春
53回（5名）
近泰男
中島常雄
広野究
盛山淑郎
山田豊
55回（6名）

宮田庄之助
矢川和偉
山崎良一
山本淳夫
61回（48名）
赤堀和郎
浅見昭夫
安宅久憲
阿部亜生
安藤友憲
磯野啓
伊藤英子
風間博
金子章
河井良三
川崎榮一
河辺全也
木田満洲男
木村政雄
草間光俊
熊谷隆幸
小池弘
小嶋哲夫
小林孝司
小林元雄
斉藤伸昭
佐藤敏夫
杉山由人
助川孝雄
巣山誠之
高橋龍威
竹尾昇
田中宣
田中忠夫
田村文男
鶴巻正義
時岡泰
徳田晋也
長沼雄峰
長橋徳衛
中村正春
西澤良地
長谷川康一
長谷川耕一
長谷部良雄
藤田吉次
丸山通夫
村岡公夫
村山健
谷田部信
山田充
横村一郎
吉川芳生
62回（27名）
池田昌之
石黒恒
石田寛
石本悦夫
植松敬
内山隆之
大高康夫
小黒昌一
角家孝之
熊谷恒夫
小池健治
近藤哲朗
佐藤勝彦
佐藤武司
鈴木勉
曽我健
高橋健一
藤井則忠
藤原岑子
帆苅宏典
三浦愛三
皆川重
嶺國和
村木隆
本井孝至
山本真弓
吉田行
63回（16名）
浅野康一
五十嵐信一郎
五十嵐房子

石渡利男
市川瑞夫
市村義雄
會正之
笠原恵
児玉賢司
白倉至
中村道衛
馬場政説
彦坂道迩
皆川守
村山弘義
山田恵一
64回（41名）
阿部欣司
植村鞆音
江原隆
江部陽一
大石正晃
太田健治
柄沢茂
川井文夫
川口徹
川崎明
木山清
桑野光雄
斉木幸彦
坂井俊一
坂井敬
坂本昌弘
佐藤章
佐藤茂司
椎名睦郎
嶋岡洵
清水裕子
清水良男
須田嶺治
高橋正幸
田才邦彦
田辺元彦
田伏正樹
田巻亮
田村康一
津野慶浩
中川純子
中島仁
中山�彦
西野貢司
庭山暢彦
早川周作
藤沢靖郎
星満
堀健次
山根伸之
吉川要輔
65回（17名）
安藤宜清
五十嵐徹
池野浩
枝松昇
加藤純一
久保田泰雄
小林英輔
佐藤武行
渋谷皓
鈴木衛士
半澤貢
本間武彦
丸山一敏
村木利夫
山本和親
横山修二
吉田治彦
66回（18名）
池永尭俊
石山芳春
内田定寛
川原英夫
菊池重治郎
合田春美
小山素範
佐藤勍
塩谷芳彦
中野武営
二宮靖彦

丹羽真彦
野水宏樹
林武郎
半澤弥栄子
三井昌子
室由紀子
吉田六左エ門
67回（22名）
朝妻紘一
石井幹男
一柳肇
大高道夫
岡崎功
小野勝義
風間繁
片山忠一
川崎昌彦
神田昭紀
北村紘一
小林憲弥
斉藤久美子
佐々木邦夫
菅又信
高橋三郎
高橋信夫
寺井宏
西章
前田康久
松井啓
皆川学
68回（28名）
安達賢司
安達雅巳
伊佐早幸男
江上雅子
小野塚芳雄
上村嶺子
草野佐
小林勲
近藤和久
近藤貞雄
桜川宣男
重野康人
須磨美博
高頭勇
滝沢猛
竹石肇
田辺紀子
寺尾正大
長沼誠二
浜田庄司
増子藤男
松原伸子
村山弘
若井省吾
渡邊公夫
渡辺千艦
渡辺泰彦
渡部治子
69回（10名）
青木利祐
岡田尚子
小黒朋弘
佐藤孝靖
清水一男
外川克之
服部千尋
樋口正臣
藤田淡水
村上則彦
70回（23名）
池田好正
猪口孝
岩城忠之
金子正史
川田昌人
小林繁雄
近藤健太郎
札木俊明
白石旺子
菅原一雄
鈴木正俊
田辺豊
土田進
難波晃

野川晃一
花輪治
福井紘一
福島治
山田修
山宮士郎
吉川正孝
渡辺允雄
渡部美那実
71回（14名）
井上悳
内山博勝
大竹純夫
小沢和子
柄沢卓
小飯塚豊
斎藤誠
佐藤禮子
高橋直樹
福井明子
堀清忠
松田裕子
村山薫
森田琢夫
72回（17名）
荒川幸夫
石田庄
宇田川由美
大野博
小川省三
金巻裕史
神林賢治
黒木トシ子
小林正昭
斎藤俊正
菅又滋
高橋忠
太刀川圭一
戸田満弘
冨田由李
古山恒夫
松永宏五
73回（12名）
阿部裕
飯村修
石川等
石黒久
遠藤裕久
萱場成郎
田辺研吉
中野治
中村陽子
南英雄
山田美成
両川弘道
74回（30名）
藍沢幹人
青海潔
池一
石井拓男
石山范
和泉潤
井上裕子
上田久則
江口則男
大石憲一
大滝均
岡村康生
小木恵介
糟谷好邦
加門文隆
工藤義夫
笹川雅之
佐藤信秋
佐藤浩
瀬倉晃美
高橋保
高橋信郎
竹之内明
田村栄作
堤葵
西田百合子
橋本昭一郎
波多腰明
萬歳芙美子

古海正子
75回（31名）
有薗順子
石塚文雄
伊藤公
枝並一夫
大塚惠子
大野敏雄
岡田政文
笠井忠
川上滋
北村順作
小泉慈行
小出公平
小島孝雄
後藤輝雄
曽我正男
高木久夫
高橋正
千田武
野崎茂
橋爪博美
萬歳信行
深沢義和
藤井建一
藤縄利勝
本田晴久
三冨修
宮純一
八木健
山崎信行
山田温子
吉村久雄
76回（32名）
青山耕一
青山正裕
天野直二
岩橋俊朗
岩原俊介
海老豊
小田高久
尾張明美
海部和史
加澤正樹
賀谷彰夫
後藤徳広
小宮山信男
近藤壽邦
指田久美子
佐野敬文
鈴木茂夫
曽田修吉
田中邦直
太原まゆみ
田村俊作
長北学
西沢芳樹
浜田正継
広川純夫
古川恒一
細谷洋一
宮原敏
山際岩雄
湯本雅恵
渡辺拡
渡辺雅夫
77回（8名）
石川彰
片山等
北村一雄
佐藤茂
杉崎真実子
生野勝
長谷川実
山田民夫
78回（12名）
市村一哉
太田秀樹
小野真知子
斎藤庫之丞
志藤洋子
篠田敏朗
須田幸子
土田文夫
肥田博子

松田元男
村田光男
吉澤哲彦
79回（6名）
河正子
難波啓子
西口幸男
野村正史
星名健二
丸山直昌
80回（6名）
位田和彦
大津守喜
長正子
小野秀子
櫛谷文隆
丹羽宏樹
81回（9名）
荒川洋
大島長子
尾山尚
上村隆
斎藤俊至
笹川典男
諏訪正樹
高野俊也
横山俊二
82回（10名）
金子裕一
清田甚
日下部朋子
牛腸秀樹
小亦斉
斉藤滋
中林昭裕
西山活子
宮村伸一
吉田実
83回（8名）
浅間芳朗
遠藤光郎
佐藤扶
佐野栄二
高山佳郎
松本和彦
山口虎彦
横山修
84回（11名）
朝倉仁樹
伊藤紹
太田淑子
加藤仁
唐澤亜弥子
白川直樹
田中昌夫
星野紹英
本間義信
正木清貴
丸山祐一郎
85回（16名）
雨木若慶
荒井裕子
今井豊重
佐藤康
杉林亨
杉山真理子
早福博史
田村誠
登坂和生
苫米地令
橋本到
森大輔
柳下和彦
山田尚美
吉田真吾
渡辺友紀子
86回（6名）
斎藤健
佐々木元
佐野晴美
田中利直
広田淳子
宮腰重三郎
87回（5名）
清水忠明

田口操
田中隆
熊倉千香子
渡辺政城
88回（5名）
今井信一郎
小竹聡
斉藤均
諸橋博樹
吉岡潤
89回（2名）
伊賀上まみ子
倉田裕一
90回（9名）
歌代真人
勝山達志
木村和人
斎藤結花
高橋美和
田辺文
中村泰
森豊
横井義彦
91回（2名）
石月知明
諸橋良哉
92回（2名）
市来敏則
白坂和久
95回（1名）
橋田篤英
96回（1名）
浜田恒平
97回（1名）
藤井洋
102回（1名）
池田哲郎
103回（1名）
鷲尾英一郎
104回（1名）
小島千恵子
105回（1名）
柳通こずえ
107回（2名）
五十嵐悠介
小橋川嘉樹
109回（1名）
駒形悠
111回（9名）
有木康人
大野寛子
河崎由衣
酒井克直
種田純郎
鶴巻久美
西田良一
羽田野毅
宮本佳太
112回（5名）
安藤透
笠井淑裕
小林敬
高橋奈都子
吉田丈夫
113回（5名）
網干千春
小川敦之
高野祐一
武石由布子
柚木諒太郎
114回（3名）
熊谷真史
成田健太
橋本悠

以上773名

平成17年度（H17.10.1 ～ H18.9.30）　年会費納入者一覧


